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Abstract
 　 Après l’attaque de l’Hôtel Byblos à Sévaré le 7 août 2015, les médias ont commencé à parler de FLM 
〈Le Front de Libération du Macina〉 ou 〈La force de Libération du Macina〉.  Selon eux, le groupe est 
composé des éleveurs peuls du Macina et dirigé par un marabout nommé Ahmad Koufa, qui revendique 
la restautation de 〈l’Empire peul du Macina〉 du 19 ème siècle. Mais il nous faut nous abstenir de parler, 
dans cet état de maigres renseignements, d’un groupe islamite inspiré d’un sentiment ethnique peul. 
 　 Nous pensons qu’il est plus convenable de chercher les causes de cette revolte dans les conditions 
sociales et politiques des éleveurs dans le délta intérireur du Niger.  En faisant cela, nous trouverons que 
les éleveurs ont subis de désavantages par les projets de développement aux cours des temps colonial 
et postcolonial.  La marginalisation d’élevage dans l’économie moderne aurait poussés des éleveurs aux 
révoltes contre les atutorités. 
 はじめに 
 　Jeune Afrique誌のサイトに出た 2015年 8月 31日づけの記事 1）によると，マリの治安関係者の間
では同年の 2月頃から，内陸デルタ・マーシナ地方のフルベ人の過激化に対する懸念が語られてい
たという。現在のマリの諸問題は，直接には独立以来尾を引いてきた北部のトゥアレグ人の処遇を
めぐる問題に起因しているが，もしその動きの中に中部マリのフルベ人が関与し，さらにフルベ人
中心のイスラーム過激派組織が登場してきたとすると，事態は新しい様相を示しつつあるというこ
1）Mali: Le Front de libération du Macina, un nouveau Boko Haram? Jeune Afrique, 2015/08/31.
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とになる。この論考では，伝えられる FLM（Le Front de libération du Macina）なる集団に関する
情報を整理したあとで，その活動の背景を地域の社会的・歴史的背景から検討してみることにした
い。 
 1 ．Le Front de libération du Macina 
 　FLMの名は 2015年 8月 7日に起こった Sévaréのホテル Hôtel Byblos襲撃人質事件（14名の死
者のうち，マリ軍 5名，MINUSMA関係者 5名，テロリスト 4名）によって一般に知られるよう
になったが，Jeune Afrique誌の記事によると 2015年初めから，Nampala，Ténenkou，Boulkessi
などマーシナおよびその周辺で FLMよると思われる事件が起こっていた。Human Right Watchが
2015年 2月，3月におこなった調査にもとづく報告2）によると，中部マリでは la Force de libération 
du Macinaとよばれるイスラミスト武装グループがマリの治安部隊に協力した民間人を少なくと
も 5人殺害し，公共施設に放火し，住民に対する集会やビラをとおしてフランス軍，政府軍，国連
の平和維持軍に協力した者は殺すと脅していた。Hôtel Byblos襲撃事件後の 8月 13日には，FLM
に反対していた Barkérou村のイマーム Aladji Sékouを殺害したという報道もある。さらに最近
になっては，22人の死者を出したバマコの Hôtel Radisson Blu襲撃（11月 20日）について，Al-
Mourabitounと AQMIに続いて FLMも犯行声明を出したという 3） 。 
 　報道によって集団の名称は La Force de libération du Macinaや Le Front de libération du Macina
と安定しないが，その指導者もはっきりしない。しかし多くの報道は Amadou Koufaというフル
ベ人を指導者としてあげている。その年齢は，情報によって 40～ 50代から 65歳まで幅がある  4） 。
Amadou KoufaはMopti近郊の Koufa村出身のフルベ人説教師で，パキスタン系のジハーディスト・
グループ Dawaやトゥアレグ人イスラミスト・グループ Ansar Dineの Iyad Ag Galiとつながりが
あるという 5） 。2013年 1月に武装勢力が Douenzaからセヴァレ，コンナまで進出したときにはその
作戦に参加していて，いずれモプティを占領しそのモスクで説教をすると誓ったという証言もあ
る 6） 。別の報道では，彼は 19世紀のフルベ人イスラーム国家を構成していたイスラーム学者の一族
に連なっており，かつてのイスラーム国家の再建を目指しているともいわれる 7） 。 
 　武装集団の構成もはっきりしないが，50人から 80人程度，フルベ人を中心にドゴン人，ソンガ
イ人などを含み，Ansar Dineからの援軍も合流していると見られるという8）。彼らがブルキナファ
ソやニジェールのフルベ人と連携する可能性，あるいはナイジェリアの Boko Haramのような「新
2）Mali: La fragilité de l’Etat de droit et les abus mettent en péril la population, Human Right Watch, 2015/04/15.
3） Mali: une seconde revendication de l’attaque de l’Hôtel Radisson Blu, RIF Afrique, 2015/11/23.
4）Au Mali, en territoire peul, la naissance d’un future Boko Haram, L’Opinion, 2015/08/30, Amadou Koufa: un 
djihadist au coeur du Mali, Le Reporteur, 2015/04/30.
5）Composée d’anciens membres du MUJAO: La Force de libération du Macina, l’un des bras armés d’Iyad Ag Ghaly, 
sème la terreur dans la région de Mopti, Maliactu 2015/03/17.
6）Au Mali, en territoire peul, la naissance d’un future Boko Haram, L’Opinion, 2015/08/30
7）Mali: qui est Amadou Koufa, ce prêcheur radical qui inquiète?, rfi (2015/07/06), http://www.rfi.fr/afrique/20150706, 
Amadou Koufa: un djihadist au coeur du Mali, Le Reporteur, 2015/04/30.
8）Au Mali, en territoire peul, la naissance d’un future Boko Haram, L’Opinion, 2015/08/30.
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しい Boko Haram」になっていく可能性を危惧する報道も複数ある 9）。しかしその実態は依然不明
で，一時は Amadou Koufaの生死も不明とされていたが，2015年 9月 11日の報道ではセグー北方
の Office du Nigerの入植地に姿を現してタバスキ祭の際に襲撃をおこなうよう煽動したという 10） 。 
 　FLMはこれまで声明や刊行物を一切出しておらず，現状では FLMに関しては報道機関による
もの以外に利用できる情報がない。イスラーム過激派組織としてはおそらく萌芽的な段階で，その
思想背景や軍事組織，他の組織との連携などを探ることはできない。こうした状況では，上掲の
Jeune Afrique誌が引用している人類学者Boukary Sangaréのコメントは有益なものだと思う。「マー
シナは，とくに共同体レベルのコンフリクトが多い地方なのです。遊動生活をするフルベ人の大半
は牛飼いで，しばしばトゥアレグやドゴンとの間に問題をもっています。2012年にまず反乱者た
ちが，ついでジハーディストたちが来て国家が消滅して以来，コンフリクトを調停する者は誰もい
なくなりました。だから彼らは自ら武装し，自衛しなければならなくなった。彼らは行政の助けを
求めたのですが拒絶され，そこでジハーディスト，中でもMUJAOに近づいたのです」。 
 　情報があまりにも不足している現状では，FLMなる集団の思想背景や他のテロリスト組織との
連携の怖れ，あるいはイスラーム国家建設やボコ・ハラム化の怖れなどについて取りざたするより
前に，マリ社会におけるマーシナ地方の位置づけ，そこに住むフルベ人やその他の集団がかかえて
いる問題など，この種の過激派集団の活動が出現してくる背景となっている歴史的・社会的条件を
明らかにすることがまず必要だろう。 
 2 ．内陸デルタの歴史的背景 
 2 ― 1．内陸デルタの地政学的位置 
 　ニジェール川中流域のセグーからトンブクトゥの間には，幅約 100km，長さ約 300kmに及ぶ内
陸デルタが広がっている。マリの中央部にあたるこの地方は，年間をとおして豊かな水があるおか
げで農牧水産資源に恵まれ，マリ，ソンガイ，バンバラなど歴史上の諸王国の後背地として重要な
意味をもってきた。だが氾濫原というその自然条件のために，19世紀初めのフルベ人ジハード国
家（ディーナ Dina）成立まで国家的統合の中心地になったことはなかった。マーシナという地名は，
本来は内陸デルタの西部，ジャカ川流域の一部を指す地方名だったが，ディーナがその支配をデル
タ東部にまで広げたため，現在ではデルタ全体を指す地名になっている。 
 　ジハード国家ディーナの成立と終焉に関しては次節で述べるとして，現状についていうと，内陸
デルタの東部と西部，すなわち内陸デルタ左岸（北西側）と右岸（南東側）では政治的にも経済的
にもかなりの格差がある。右岸にはバマコとガオを結ぶ幹線道路が走り，モプティやコンナなどの
港町・市場町，軍事拠点セヴァレ，さらには世界的に有名な観光地となったジェンネやドゴン・ラ
ンドがあるのに対して，左岸は経済的に立ち後れているばかりでなく，モーリタニア国境まで続く
サヘルには行政的なコントロールも及びにくい。しかしサハラ・サヘルとの交易が重要だった植民
9）Mali: Le Front de libération du Macina, un nouveau Boko Haram? Jeune Afrique, 2015/08/31, Au Mali, en territoire 
peul, la naissance d’un future Boko Haram, L’Opinion, 2015/08/30.
10）Apparition du fondateur du Front de libération du Macina dans la région de Ségou, Amadou Koufa préside une 
rencontre à Dogofri et projette des attaque à la veille de la tabaski, L’Indépendant, 2015/09/11.
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地化以前の時代には，むしろサヘルに接する左岸の方が経済的にも社会的・文化的にも先進地だっ
た。20世紀に入ってからサハラ交易の衰退と植民地化にともなうニジェール川の開発によって，
現在のような格差が生まれたのである。 
 2 ― 2．内陸デルタの社会―ジハード以前 
 　内陸デルタの本来の住民は，川や沼で魚を取る漁労民ボゾと氾濫原で水稲を耕作するマルカであ
る。しかし 14世紀頃から，水が引いたあとの氾濫原を牧草地として利用する牛牧畜民フルベがセ
ネガル川流域から移住してきて人口を増やし，17，18世紀のバンバラ王国時代には水没しない乾
燥地で雑穀栽培をするバンバラの農民も移住している。 
 　このように内陸デルタはその多様な水文学的条件のために，農牧漁業のニッチを分け合う諸民族
の共住の場となったが，逆に同じ条件のために政治的な統合は進まなかったように思われる。農民，
漁民，牧畜民は，地理的に同じ空間を占めていても異なる生態学的ニッチを利用している。それ
らの集団の間には，地域ごと水流ごとに土地と水の利用に関する複雑で多様な慣習があり（Gallais 
1984: 119），それがかえって統一的な政治組織の出現を妨げたのだと思われる。 
 2 ― 3．ジハードとディーナの統治体制 
 　ところがこうした条件のもとで，19世紀初めにフルベ人による国家建設運動が起こった。その
最大の要因は，フルベ人の人口増加だったと思われる。元来遊牧のフルベ人は，雨期＝増水期には
デルタを離れて広大なサヘルで遊牧し，渇水期にデルタに入って乾期を過ごす。ところが渇水期は，
農民にとっても漁民にとっても一年で最大の収穫期にあたる。そのときに家畜の大群がデルタに入
ることは，さまざまなトラブルを生む。しかしそれだけでなく，フルベはリマーイベとよばれる農
耕奴隷を所有してデルタ内の集落に配置し，穀物生産をおこなわせていた。だからフルベ人の人口
増加は資源利用に関してさまざまな葛藤を生み，その解決が求められたにちがいない。 
 　もうひとつの要因は，同時期にニジェール川中流域でセグー王国が繁栄したことにあるだろう。
奴隷交易と綿布の生産によって繁栄した中流域では，都市住民の食肉市場が拡大した。セグー王
国はフルベ人奴隷を使って牛を飼育していたが，デルタのフルベ人にとっても牧畜生活が経済的な
富に結びつく状況が生まれてきたと思われる（坂井 2003）。一方政治的には，内陸デルタは 18世
紀に名目上セグー王国の支配下に入り，セグーと同盟あるいは服属したフルベ人戦士が小王国を
作っていたが実質的な統治はおこなわれず，権力はしばしば徴発や略奪という形で行使されていた
（Gallais 1967: 91, 坂井 2015b）。 
 　19世紀初めに，フルベ人ムスリムの中から新しい統治機構を求める動きが生まれてきた背景に
は，このようにフルベ人の人口増加，家畜の資本化，統治不在の政治的混乱などの要因があった
と私は考えている。その運動のリーダーとなった人物がフルベ人のイスラーム学者＝スーフィー
Amadou Hammadi Boubou，のちのシェイク・アマドゥである。 
 　19世紀初めという時期は，西アフリカ全体のムスリムにとって変革の時代だった。その要因を
解析することは非常に大きな仕事になるのでここでは触れないが（cf. 坂井 2003），マーシナのフ
ルベ人国家に直接関係してくるのはナイジェリアでウスマン・ダン・フォディオが起こしたソコト
のジハードである（cf. 坂井 2015a）。異教のバンバラ，フルベの戦士と交戦したアマドゥの勢力は，
1818年 5月までに異教勢力を排除してマーシナにムスリムの権力を確立した。伝承によれば，同
時期にアマドゥはソコトのウスマン・ダン・フォディオと接触してその戦争がシャリーアに適合す
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る正統なジハードであるとする認定を受け，これ以後 Sheikhの称号を名乗ることになる（Bâ and 
Daget 1962: 40 ― 41）。新しいフルベ人イスラーム国家は，アラビア語の「宗教」 al-din に由来する語
をとって Dinaとよばれることになる。 
 　シェイク・アマドゥがおこなった統治上の最大の改革は，遊牧フルベ人と移動漁民ボゾを含むす
べてのデルタ住民の定住化政策だった。その目的は，住民の居住状況を掌握することによってイス
ラーム国家の収入となる十分の一税の徴収を確実にすることと合わせて，生業にともなう諸集団間
のコンフリクトを制御することにあったと思われる。その大要を Gallais（1984）によってまとめ
よう。 
 　季節によって広大な空間を移動するフルベ人家畜飼育者たちは，牧草地に対する権利関係をめ
ぐって，相互の間であるいは他の集団との間で，争いを起こしがちだった。しかしフルベ人を定住
村落に住まわせることは，デルタ内にある居住地での定住生活とサヘルで家畜を追う移牧生活の分
離を意味する。そのため村に定住することになった家畜所有者と，季節に応じて家畜群の移牧を請
け負う家畜移牧者との間には，ディーナによって厳密な生産物（ミルクと仔）の分配規則が課せら
れた。さらに移牧者に対しては地域ごとにデルタ内を移動する経路と時期が決められた。一方マル
カ農民の耕地はフルベの定住村落で飼われる牛の放牧地と重複しないように，離れたところに指定
された。同様にボゾ漁民は定住村落に居住させられ，水路に堰を作る地点がリストアップされて指
定された。 
 　イスラーム国家ディーナの空間編成は，デルタの東岸に新しく建設された首都 Hamdallaye（ al-
hamdu li-llahi ）を頂点として，フルベ人の居住単位ごとに設けられた行政区（ leydi ）によって再編
成され，それぞれの行政区はディーナに服属した在来の首長 Ardoや，首長が反抗した場合には宗
教指導者の権威下におかれた。またデルタ周辺の非イスラーム住民（ボボ，ドゴンなど）は「異教
徒」（ habe ）というカテゴリーにまとめられ，ディーナの支配下に取りこまれることなく奴隷狩り
の対象として温存された。 
 　このような政策は当然多様な住民の反発を引き起こした。たとえばディーナは漁民ボゾの一部を
国家に帰属する隷属民として扱おうとした。それに対してジャカ川流域のボゾたちは，古いムスリ
ムの都市ジャの権威あるボゾ人スーフィー，アルファ・ボアリ・カラベンタを押し立てて抵抗し，
自由身分を確保したと伝えられる（cf. 坂井 2009）。厳格なイスラーム改革主義者であったシェイク・
アマドゥは，マルカ商人のイスラームの粛正をねらって，ジャとジェンネの装飾的なモスクを破
壊させ簡素なモスクに建て替えさせた（坂井 2013）。Gallaisによればそれには，ディーナの政策に
したがおうとしなかった両都市の裕福なムスリム商人に対する懲罰の意味もあったという（Gallais 
1984: 56）。 
 　シェイク・アマドゥの国家形成は，マリの歴史がかつて経験したことのないシステマティックな
統治をデルタに植えつけようとした。イスラーム国家ディーナは創設から約半世紀にわたって存続
したが，その統治は次第に公正さを欠くようになり住民の抵抗は強くなっていった。1862年には，
セネガルからトゥクロール人スーフィー，アル・ハジ・オマルの率いるジハードがニジェール川中
流域に侵入し，バンバラ人のセグー王国を滅ぼした。そのとき異教のセグー王国と同盟したディー
ナをアル・ハジ・オマルは背教者としてタクフィールし，ジハードを宣言した。これに対してディー
ナの統治に不満をつのらせていたデルタの多くの住民は，ディーナから離反してトゥクロール側を
支持した。たとえばディーナのもとで一定の自律を維持していたマルカの都市ジャのスーフィー，
アルファ・ボアリ・カラベンタは，アル・ハジ・オマルから改めてティジャーニッヤの伝授を受け
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てトゥクロールと同盟した。またアル・ハジ・オマルがディーナの首都ハムダライを攻略したとき
には，長年ディーナの奴隷狩りに苦しめられてきたドゴンやバンバラの異教徒が，すすんでトゥク
ロール側に参戦したのである（坂井 2003）。 
 　ディーナを征服したトゥクロール帝国はデルタの外に位置するドゴン・ランドのバンジャガラ
に首都をおき，マーシナに対して度重なる懲罰的遠征をおこなってフルベを弱体化させた。Gallais
は，シェイク・アマドゥが中央集権的な統治機構によってデルタを宗教的にも社会的にも均質化し
ようとしたのに対して，反ディーナの非イスラーム住民に支持されたトゥクロールの支配は逆に
イスラームを後退させ，民族的差異を強化する効果をもったと指摘している。その結果フルベ人
のマーシナは，トゥクロール帝国の一辺境の地位に甘んじることになったのである（Gallais 1984: 
54 ― 57）。 
 3 ．内陸デルタの土地利用形態 
 　こうした状況で 1893年にフランス軍がニジェール川中流域に入り，すでに内部分裂によって弱
体化していたトゥクロール帝国を解体して，1895年に仏領西アフリカ植民地を設定した。これ以後，
植民地経済の枠組みの中で地域の資源は開発の対象になり，その利用形態は市場の要求に応えて変
化していく。開発路線は紆余曲折を経ながらも独立以後も基本的に継続されたので，以下では独立
の前後を連続して取り扱うことにしたい。 
 3 ― 1．漁民の場合 
 　内陸デルタの住民のうち漁民は単純にいえばもっとも人口が少なく，牧畜民や農民と比較して社
会的重要性はそれほど大きくないとはいえる。だが植民地化以降の開発がデルタ住民の資源利用に
どのような影響を与えたかを見るためには，事態の本質をよく示しているので最初に取り上げるこ
とにしよう。 
 　Fayによると，漁民の漁業権をめぐる伝統的な権利設定は，ひとつの水域全体の生態系に関わる
包括的なレベルと，その中における個々の漁労組織・漁場に関わるレベルとの二層からなっていた。
前者は水の精霊を祀る「水の主」の儀礼的な権威によって，その水域の漁民全体に慣習的な禁忌を
課していた。それは禁漁期間の設定，若すぎる個体の捕獲禁止などに関することで，ある水域での
安定した漁獲を確保すると同時に水域の侵犯を防止し，資源の再生産を保証する機能をもっている。
それに対して後者は，個別の村，親族集団，漁労仲間などが特定の漁場を占有しあるいは優先権を
確保するレベルである。権利の設定は魚種や漁法によって多種多様だが，一定の謝礼や漁獲物の上
納の約束によって権利のない者にも漁業権が分け与えられることもある（Fay 1989: 222）。 
 　この伝統的な権利設定は，地域社会内部で資源を保護しつつ流域住民の資源利用を保証する仕組
みであることがよくわかる。だが植民地支配下で，内陸デルタの漁労は地域の生業から近隣の西ア
フリカ諸国を視野に入れた輸出産業的な漁業に変化していく。 
 　植民地下でガーナの商人によって燻製の加工技術が伝えられ，これによってニジェール川の加工
魚の市場は地域を越えて広がり始める。1920年代から 30年代にはアフリカの商人に混じってレバ
ノン人商人たちも内陸デルタの水産物を扱い始めるが，干物や燻製の輸出が急拡大したのは，第 2
次世界大戦後，ガーナやコートジヴォワールのプランテーションが拡大して魚の需要が増え，かつ
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道路網の整備が進んでからのことである。海岸地方からニジェール川の港町モプティに輸入物資を
積んできたトラックは，そこで大量の加工魚を満載して帰路についた。こうして 1960年の独立時
には，加工魚はマリの輸出品の第 4位を占めるまでになった。このような急拡大を可能にした要因
は，ひとつには新しい漁具・漁法の導入であり，もうひとつは外部からの漁業者の参入である。デ
ルタの外から来た漁業者が新しい漁具と漁法を導入し地元の漁師との競争が激化する中で，伝統的
な漁業権の設定は否応なしに崩れていく。独立後，水域の独占を前提にした「水の主」の慣習は社
会主義を標榜した国家によって強制的に排除され，入漁料の納入による外来者の自由な参入に法的
な正当化性が付与された（竹沢 1999: 231 ― 232）。 
 　こうした変化の中で，資源をめぐるコンフリクトは増加しただけでなく複雑化した。漁具・漁法
の効率化によって競争が激しくなると，魚を求めて移動する漁師の行動範囲は広くなり，川筋によっ
てほぼ決まっていた水域を越えて紛争が起きる。そうした場合，調停は村の中では収まらず，調整
にあたる行政機関は cercle（県）arrondissement（郡），Eaux et Forêts（農水産局）さらには政党
有力者など広範囲を巻きこむ。そこで持ち出される権利主張の言説は，資源保護の必要を唱える主
張，地域ごとの慣習，地元漁民の水域利用の権利と行政機関に入漁料を払って操業する外来漁民の
権利など，多岐にわたって錯綜する。さらに調停そのものも，行政機関の責任者が交替すると反故
になってしまうこともままある。かつては地理学的条件によって水域の区分はほぼ決まっており，
資源をめぐる紛争は水域の生態系に関わる包括的なレベルとその中での個別の漁民・漁場に関わる
レベルとの区分にもとづいて階層的に処理され得たが，複雑な生態条件と多様な住民組織をもった
デルタ全体が市場の原理にもとづく資源開発に一律に開かれた結果，国家は流域住民の要求と地域
を越えた市場の要求との衝突を調整することができなくなってしまったのである（Fay 1989: 234）。 
 　こうした混乱を引きずりながらもニジェール川の漁業は拡大し続けたが，過剰な資源利用はやが
て壁に突き当たり，1970年代から始まった大干魃も災いして，1990年代にはニジェール川の漁業
資源は危機的なレベルにまで減ってしまった（竹沢 1999: 232）。その結果マリの輸出に占める加工
魚の割合は減少したが，現在でも内陸デルタが産出する魚はマリ国民のタンパク源として欠かすこ
とのできないものである。 
 3 ― 2．Office du Niger：国家による大規模水資源開発プロジェクト 
 　以上のように，内陸デルタの漁業の変遷を見ると，植民地化とともに水域の生態学的条件と地域
の社会的条件に立脚した資源利用が後退し，代わって市場化・産業化の要求が強まり，行政の介入
による両者の調整が破綻したために，結果的に資源の枯渇が引き起こされたことがわかる。同様の
変化は，ニジェール川の大規模な水資源開発計画という形で，過去数十年にわたって内陸デルタの
地域住民により大きな影響を与えてきている。 
 　第 1次世界大戦後，フランスは仏領スーダン植民地を英領スーダンやインドのような生産的な植
民地にするために，無尽蔵と思われていたニジェール川の水資源を開発しようとした。内陸デルタ
より上流のニジェール川北岸には，非常に乾燥した平原が広がっている。これはかつてニジェール
川に流れ込んでいた古い支流と，その周辺の乾燥した氾濫原の跡である。ニジェール川にダムを建
設してこの広大な荒れ地を灌漑し，綿花の畑にするというのが Office du Niger計画だった。1932
年に始まったその土木工事には地域住民が強制労働に組織的に動員され，オートヴォルタ植民地か
らの農民の入植にも強制的な手段が用いられた。だがよく知られているように，この計画は，導
入された新しい耕作技術と作付け品種が在来の農民のもつ知識や技術と不適合だったにもかかわら
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ず，当局が計画の実現を強行しようとしたために壮大な失敗に終わった（Roberts 1996, Filipovich 
2001）。 
 　その後生産物が綿花から米に転換され，さらに 1980年代末になって土地利用が Office du Niger
の集権的な管理下から農民の自由経営に方針転換され，新たに資金と技術も導入されたことで，よ
うやく再開発事業は軌道に乗り始め，90年代から 2000年代にはこの地方の米の生産高はマリ全体
の 40％に及ぶほどに成長した（Droy and Morand 2013: 58 ― 9）。 
 　だが Office du Nigerによる灌漑は，それより下流の内陸デルタに流入する水量の変動を意味し
ている。内陸デルタは本来生物多様性に富む豊かな水域だが，同時に上流から流れ込む水量によっ
て敏感に変化する脆弱なエコシステムでもある。ところが Office du Nigerの水資源開発は，下流
域の水資源に対する影響をまったく考慮せずにおこなわれた。1980年代にバマコに電力を供給す
るために建設された Sélinguéダムの場合も同様だった。そのため下流の内陸デルタの水稲耕作，
漁業，牧畜は大きな混乱と損害を被ることになったのである（Kassibo 2002: 122 ― 4）。 
 　内陸デルタの水稲耕作は灌漑ではなく，基本的に自然の増渇水のリズムによっておこなわれてき
た。氾濫原の底床の高さは一様ではなく，場所ごとに千差万別である。そのため増水時の氾濫の状
態は，底床の微妙な高低差によってモザイク状にちがってくる。そこで農民は，異なった高さの田
に異なった品種の稲をモザイク状に作付けすることで，全体としてリスクを分散しようとする。こ
うした農業にとって，上流から及んでくる増水がどんなタイミングで，どの程度農地に入り，いつ，
どんなタイミングで引いていくかは死活的に重要な問題である。そのため上流のダムによる取水と
放水は，ときに致命的な結果を引き起こすことになり得る（Gallais 1984）。 
 　内陸デルタはニジェール川の魚の繁殖地でもある。魚は増水とともに氾濫原に分散して産卵し，
ふ化した魚が数ヶ月後に渇水とともに川に集まって移動する。伝統的な漁法は，渇水期に魚の群れ
が特定の移動経路に集中するところをねらうものだった。ところがダムによる水量の調整はそのリ
ズムを狂わせ，魚の行動リズムを乱してしまい，漁を難しくする（Kassibo 2002）。 
 　増渇水のリズムは牧畜にも関係している。フルベの家畜群は雨期には広大なサヘルを放牧してい
るが，乾期の始まりとともに内陸デルタに帰ってくる。そして渇水期に水が引いていくとともに繁
茂してくる牧草を追い求めてデルタ内を上流から下流に移動し，最後には乾期の真っ盛りでも牧草
の残るいくつかの地点に集中して乾期を乗り切り，翌年の雨期になるとまたサヘルに散っていく。
家畜の移動経路とタイミングは地域の群ごとに決まっていて，11月から 12月にかけて，ちょうど
収穫期を迎える農民の田畑を通っていく。牛は収穫の終わった田では刈り残しの稲の葉を食べて糞
を落としてくれるので，家畜群の通過は農民にとって利益になるが，タイミングが狂って収穫前の
田に入ると，大きな損害を引き起こすことになる。だからフルベの家畜移動にはトラブルが発生し
がちで，その時期と経路は地域ごとに農民との間で慎重に調整されてきた（Gallais 1984）。増渇水
の量とリズムの変化は，この調整を乱してしまうのである。 
 　もちろん国家は内陸デルタのこうした状況を放置していたわけではない。内陸デルタでは，
1970年代から世界銀行などの資金を導入して農業，漁業，牧畜の振興計画が実施された。しかし
ODR（Opérations de développement rural），OPM（Opération pêche Mopti），ORM（Opération riz 
Mopti），DEM（Opération de développement de l’élevage dans la région de Mopti）などの組織は，
同じ地理的空間にあってもニッチによって大きく意味の異なる水という生態学的資源を対象にして
いながら，相互にほとんど連絡のない縦割りの組織であり，しかも開発計画の基礎にある行政上
の地域区分が氾濫原の水利条件と無関係に設定されていたために，ほとんど効果を上げることがな
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かった（Kassibo 2002: 126）。実際，これらの組織のうち米の増産を目指した ORMがある程度の成
果を上げた以外は，みな失敗に終わっている（Droy and Morand  2013: 65）。 
 3 ― 3．家畜飼育者の周辺化 
 　国家的プロジェクトの影響は農民，漁民，牧畜民に等しく及んできたわけではない。Office du 
Nigerの開発が当初の綿花から米に転換されたのを見てもわかるとおり，国家レベルでは食糧自給
の観点から穀物の増産が目指され，ある程度の成果も収めた。それに対して畜産に対する国家の関
心はずっと低かった。1990年代に，畜産部門はマリの GDPの 16％を占め，輸出外貨の 30％を獲
得している。ところが畜産のためにさかれた資金は非常に少なく，国家予算の 1％に満たない。一
方の米は，国民の食糧としては非常に重要だが，国家の収入にはほとんど結びついていないのが現
実である（Vedeld 1994: 7）。 
 　こうしたアンバランスは内陸デルタの開発状況にも現れてくる。氾濫原の草地は本来水田にも適
している。そのため食料自給政策のために耕地拡大が図られると，もともと牧草地であったところ
が農地に転換されるケースが多く出てくる。内陸デルタでこうした転換を推し進めたのは，米の開
発公社 ORMだった。1972年から ORMは世界銀行の資金によって圃場整備をし，一定の入植料を
支払った者に農地を貸与する事業を始めた。こうしてたとえばモプティに近い Kounary地方では，
独立の頃に最大でも氾濫原の 40％程度だった農地が，2000年代初めには 80％に及ぶほどになった。
ところがこうした土地利用の転換に際して，牧畜民は ORMから何の説明も受けていなかったとい
う。くわえて 1970年代から 90年代にかけての旱魃の影響を受けて，農民は耕地を水利条件のより
よい場所に移動させたので，その結果よい牧草地がさらに失われた。このように牧畜が農業に押さ
れて次第に後退していく中で，モプティ地域の畜産振興のために 1975年に作られた DEMは何の
成果も上げず，結局世界銀行の支援打ち切りによって 1991年に事業は消滅した（Benjaminsen and 
Ba 2009: 75, 78）。 
 　このように牧畜が国家レベルの開発計画からこぼれ落ちていく結果，家畜飼育者の社会的周辺化
が引き起こされた。ここでわざわざ家畜飼育者という語を使ったのは，フルベ人社会の中でも農耕
に従事してきたかつての農奴（ rimaaibe ）たちが食糧自給政策の恩恵を受けたのに対して，かつて
の奴隷所有者であった自由身分のフルベ人（ rimbe ）たちの方がむしろ貧しくなるという逆転現象
が起こってきたからである。 
 　Benjaminsenと Baはモプティに近い Kounary地方の事例研究をしている。それによると，農業
開発が進む中で，かつては高い社会的地位をもっていた内陸デルタのフルベ人家畜所有者は，リマー
イベに対して相対的に地位を低下させた。反対に現金収入を得たリマーイベは自ら牛を手に入れる
ようになり，ケースによっては今や自由身分のフルベ人よりもリマーイベの方がより多くの家畜を
所有するようになっている場合もある。しかも，農民であるリマーイベは牛の飼い方を知らないの
で，フルベ人が飼育を請け負って賃金を得るようになっているのである。Kounaryでは，家畜の移
牧ルートを ORMの後押しを受けたリマーイベの農民が耕地にしてしまったためにフルベとの間に
対立が発生し，1996年には死者 2名，負傷者 16名を出す衝突も起きている（Benjaminsen and Ba 
2009: 77）。 
 　牧畜民の地位の低下は，モプティ東方のドゥエンザ地方Mondoroからも報告されている。1970
年から 80年の間にフルベ人は旱魃によって多くの家畜を失い，その後の回復には長い時間が必要
だった。それに対して農民であるドゴン人は，雨量の回復とともに収穫を改善でき，くわえて農民
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である彼らは移動しないので NGOなどの開発チームとの共同もしやすく，その成果も受けやすい。
ドゴンの農民は，開発チームと共同で掘った井戸をフルベ人に使わせない。そのため家畜に水を飲
ませられないフルベはその土地を放棄せざるを得ないが，それを見越して農民は耕地を拡大してい
く。こうして収入を増やしたドゴンは，その利益を家畜購入にあてることができ，穀物と交換にフ
ルベからミルクを買う必要がなくなった。反対にかつては乾期に有利なレートで穀物とミルクを交
換していたフルベ人は，牛を失っただけでなく穀物を手に入れることも難しくなってしまった。こ
うした連鎖によって，農民と牧畜民との間に格差が広がるのである（Thibaud 2005: 170 ― 2）。 
 　1980年代からは，内陸デルタでも耕地を耕すために牛の引くスキの導入がおこなわれている。
しかし資金援助を受けてスキを購入した農民は牛の扱い方を知らない。私がマルカの水稲耕作者の
間で見聞きした範囲でも，農民がフルベ人の牛飼いをやとって耕地を耕させているケースが多く見
られた。 
 　これらはたんに個別の事例ではなく，構造的な背景をもつ広範な社会的・政治的現象とみなすべ
きだろう。Droyと Baは，現在までにインパクトのある実証研究がなされていないとはいえ，内
陸デルタにおける一連の環境変化の中でもっとも被害を被ってきたのは牧畜民だったにちがいない
と指摘している（Droy and Ba 2013: 67）。かつて内陸デルタで政治的・経済的に支配的な地位にあっ
た自由身分のフルベ人家畜所有者は，食糧安全保障を重視する開発政策の中で，次第にマージナル
化されてきたのである。そうした中で，農民と家畜所有者のバランスが崩れ，暴力をともなうコン
フリクトが発生するケースも各地で起きている。Le Politicien Africain誌 2015年 7月 23日の記事
では，上述のモンドロでバイクに乗ったフルベ人の若者たちがドゴン人を襲い，6人を殺害した事
件を報道している 11） 。そこで言及されているように，モンドロではドゴンとフルベの間の襲撃と復
讐の応酬は，すでに 10年以上続いているのである。 
 4 ．民主化と地方分権 
 　以上のとおり，植民地時代以来の歴史の中で，内陸デルタは国家レベルの開発計画と地域住民の
利害のズレが他地域以上に現れてきたところであり，その中でも牧畜民が大きな影響を被ってきた
ことが明らかになっただろう。その上で地域社会における資源管理の現状を考える場合，1991年
の民主化とそれに続く地方分権化（décentralisation）の中で，地域社会の政治的再編成がおこなわ
れことに注目しなければならない。 
 4 ― 1．地方分権 
 　1991年春の学生デモに始まった政変は，民主化に理解を示した軍部の無血クーデターによって
長く続いたMusa Traoreの UDPM（Union Démocratique du Peuple Malien）政権が倒され，短期
間の軍事政権を経て民主化が達成された。 
 　1991年夏に政府，政党，諸団体，組合，その他の組織の代表が集まった Conférance Nationaleは，
地域住民のエンパワメント，権力の分割，人権の保護，司法の独立をめぐって討議をおこなった。
11）Violents affrontements entre cultivateurs peuls et dogons à Mondoro: le bilan est lourd, 6 personnes tuées, http://
www.maliweb.net/la-situation-politique-et-securitaire-au-nord/
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この会議をとおして，国家の過剰な権力掌握に対する批判と地方分権の推進を求める意見が強く
出された。同年末には，Etats-Généraux du Monde Ruralが開かれ，300人を越える地方の農民，漁
民，牧畜民，木材伐採人たちと，政府，諸機関，援助ドナーとの意見交換がおこなわれた。その中
で，土地所有と自然資源管理の権限は地方のコミュニティーに委譲されるべきこと，地方の開発税
は地方政府が徴収し管理するべきことが議論された。数ヶ月後，政府はそれらの要求を盛りこんだ
 Schèma directeur du Secteur Développement Rural をまとめた。翌年，新憲法の国民投票，大統領選挙，
地方政府と国会議員の選挙がおこなわれ，Alfa Oumar Konareを大統領とする第 3共和制が出発し
た（Benjaminsen 1995: 10）。 
 　これによって，植民地時代以来受け継がれてきた中央政府の官僚機構による地域社会とその資源
に対するトップダウンの管理体制は大きく変えられることになったが，現実には，その後 10年以
上たっても状況は改善されず，むしろ複雑化しているように見える。その様相を，内陸デルタの土
地管理問題をとおして見てみよう。 
 4 ― 2．地域社会の権力構造 
 　内陸デルタの地域社会の権力構造は，過去数百年の歴史をとおして広域の国家的な権力とローカ
ルな社会構造に根ざす権力との折衝をとおして形成され，変形されてきている。大雑把にいえば，
内陸デルタでは先住の農民マルカの権力と 14世紀頃から戦士をともなって移住してきたフルベ人
の権力が地域を分け合っていたが，19世紀初めのジハードによってフルベ人イスラーム国家ディー
ナが成立したことで，一部を除いてマルカの権力はフルベに置き換えられ，マーシナとよばれる
ようになったデルタ地域はフルベ人の居住単位ごとに  leyde とよばれる行政区分に分けられた（Bâ 
and Daget 1962: 73）。 
 　 leyde にはディーナ以前からの慣習を引き継いでフルベ人首長  Ardo がおかれ，そのもとに家畜の
移牧における牧草地  burgu と移動経路を管理するフルベ人の長  jowro と，耕作地を管理する農耕奴
隷リマーイベの長  bessema がおかれた。牧草地を利用する者は  jowro に使用料を支払い，牧草地に
入る順序も群れごとに定められた。また定住村落には，その行政に責任をもつ長  jomsare がおかれ，
定住フルベ人にとって欠かせない放牧地  harima に対する権限は村人の寄り合いにゆだねられた。
一方リマーイベの農民たちは， jowro への従属の証しとして収穫時に多少の米を上納する慣習があっ
た。ディーナは 1862年にトゥクロールに征服されたが，地域社会の仕組みはほぼそのまま受け継
がれた（Bouare 89 ― 100, Benjaminsen and Ba 2009: 74）。 
 　1895年に仏領西アフリカ植民地を設定したフランスは，大きな行政単位 cercleごとに司令官
commandantをおき，それを cantonに分割して現地人首長 chef de cantonをとおして地域社会を掌
握する体制を作った。内陸デルタの場合でいえば，植民地政府はディーナ以来の体制を利用しなが
ら， leidy の区分をまたいだり結合したりして cercleを分け直した。こうしてできた cercleのもとで，
ディーナ以来のフルベ人の長  jowro の多くは chef de cantonに任命され，牧草地の使用料を受け取
る権利を確保すると同時に cercleに収める税の取り立ても請け負うことになった。1960年の独立
以降，社会主義を標榜した政権は植民地時代の cantonを解体して  jowro の牧畜に関する独占的な
権利を削減し，農業生産向上のために地域外から入植者を入れて新たな行政区分 arrondissement
を分け直した。だが 1968年のMoussa Traoreのクーデター後， jowro は独裁政党 UDPMの地方幹
部と結びつきを強め，次第にその権力を回復した（Benjaminsen and Ba 2009: 75, Fay 2000: 130）。 
 　このように植民地化以後の内陸デルタにおける地域社会の権力配分は，大筋としてディーナ以来
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の自由身分フルベ人を軸に構成されていたわけだが，その一方で植民地化以来続いてきた穀物生産
重視の政策によって，上述のように社会的・経済的重要性に占める農業と牧畜のバランスは変化し
ており，家畜飼育者の周辺化が確実に進んでいたのである。 
 4 ― 3．民主化と地方分権 
 　こうした状況で，1991年の民主化が起こり，上述のように新しい政策目標として地方分権が唱
えられた。 
 　新生マリの優先的政策課題とされた地方分権は，民主化の理念にしたがって下から上に向かって
推し進められた。国家は「発展に向けた国民の参加」を実現するために，村々や集落が自由に集合
して新たな commune（地方公共団体）を作るよう要請し，そうしてできた集団に権限と予算を委
譲する方針を示した。1999年には新たな行政区分の画定にもとづいて統一的な地方選挙がおこな
われ，地方分権は一応の達成を見た。だがその間数年続いた一種の権力の空白状態は，地域社会
の再編成をめぐって地域住民の間の利害対立を顕在化させ，コンフリクトを複雑化させる要因にも
なったのである（Fay 2000）。 
 　実際のところ土地に関する権利は，植民地化以来さまざまな程度の強さの法的正当性をともなっ
て，さまざまなレベルで行使されていた。フランス的な法の下で，土地権は純法律的には個人に対
して発給された「地券」によってのみ正当化されたが，それ以外に地域の慣習も「慣習法」にもと
づく一定の権利として認められていた。上の例でいえば，牧草地の使用料と農産物の上納を受ける
 jowro の権利や， jowro の権限の下で農地の開墾や配分を決める  bessema の権利は，そのような慣習
の一例である。 
 　これらの異なった程度の慣習的権利をもつ人々は，過去数十年にわたる農業と牧畜のバランスの
変化の中で，事実上その権利を拡張したり削減されたりしていた。彼らにとって民主化後の空白の
数年間は，これまで拡張してきた権利を確かなものにしてさらに拡大するチャンス，あるいはかつ
ての慣習を盾に失われた権利を取り戻すチャンスだった。彼らはそれぞれの立場から，新たなコ
ミューンが画定する前に土地を手に入れてしまおう，土地へのクレイムを作っておこうとして動い
たのである（Fay 2000: 130, Benjaminsen and Ba 2009: 77）。 
 　それにくわえて，紛争の調停の際に利害の分裂したアクターの両方から賄賂を取ろうとする官吏
の思惑もはたらく。上述の Kunary地方では， jowro と  bessema ，自由身分のフルベとかつての農奴
リマーイベ，家畜飼育者と農民などの争いは法廷に持ちこまれ，そこでもまた有利な裁定を得るた
めに賄賂が横行する。Benjaminsenは，行政官や裁判官は紛争を利用して利益を得ているという厳
しい見方をしている（Benjaminsen and Ba 2009: 77）。 
 　Benjaminsenの事例は，デルタの主要都市モプティに近く，ORMの開発にともなう農地をめぐ
る争いが激しい地方の場合だが，経済的中心から遠いデルタの北西部の Tenenku地方の例では少
し様相がちがう。Tenenkuはディーナ発祥の地で地域の宗教的歴史においてはきわめて重要な地
位を占めるところだが，経済的にははるかに立ち後れている。Fayの研究によると，ここではディー
ナ以来のフルベの有力マラブー一族 Cisseと，かつての小王国を背景にディーナから一定の自律を
確保していたマルカ農民の有力一族 Koreisi（cf. 坂井 2003）との確執が，UDPMの議員選挙をと
おして地域住民を二分していた。大まかにいえば前者はディーナ以来の土地権をもつ人々を支持者
につけ，後者はディーナの権力から排除されてきた農民を味方につけていた。この争いは地方分権
の際にも当然再燃した。その結果ここでの争いは，開発をめぐる農民と家畜飼育者の間の葛藤では
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なく，植民地化以前の地域区分と権力配分に対するクレイムという形で現れて来たわけである（Fay 
2000 ）。 
 　このように地域社会の地方分権の内実は，国際社会が高く評価していたマリの民主化とはかなり
異なったものだったのである。 
 5 ．おわりに 
 　以上の記述から，内陸デルタの地域社会が植民地国家―独立国家との間でどのような政治的・経
済的経験をしてきたか，そして国家および国際的な開発政策のもとで，生態学的条件を背景にした
地域の生業システムが混乱に陥り，中でも牧畜民であるフルベ人が大きな影響を被って社会的にも
経済的にも周辺化してきたことが明らかになっただろう。 
 　最初の問題にもどれば，FLM「マーシナ解放戦線」なる集団の出現は，このような歴史的・社
会的背景をもった内陸デルタが，北部マリの政治的混乱に引きずられて陥った混沌状態を反映する
現象として理解できるだろう。北部のトゥアレグ人軍事組織やイスラーム過激派組織は隣接する内
陸デルタにも侵入しており，そのためにデルタでは中央政府の諸機関や地方政府の統治が及ばない
ところが出てきている。そうした地方では，地域社会に内在するコンフリクトが顕在化した場合，
これを暴力的な衝突に発展させないための仕組みが機能しにくくなっているのだろう。 
 　ある報道によれば，FLMの指導者とされる Amadou Koufaはイスラーム国家ディーナの下で宗
教指導者にゆだねられた Koufa村のマラブーの家柄に属している。そのマラブーたちはディーナ
がトゥクロールによって征服されたときに離散した。Amadouはフルベ人イスラーム国家ディーナ
の再興を正当化するために，この歴史を持ち出して自らがマラブーの村 Koufaの出身であると自
認しているのだという 12） 。ことの真偽はわからないが，民主化と地方分権が叫ばれたあとに，異な
る過去の時代の異なる権力のクレイムがさまざまな形で持ち出されてきたことを考えれば，あり得
ないことではないだろう。 
 　だがわれわれは，これをフルベ人イスラーム国家の再興運動として短絡的に考えてはならない。
ディーナ再興が実際 FLMのスローガンだったとしても，それを支持するデルタ住民は，たとえ自
由身分のフルベ人の中でも多くはないだろう。デルタの政治状況は，現在では上述のようにはるか
に複雑化しているのである。また内陸デルタの文脈を離れても，そのスローガンは広くマリの国民
に訴える力をもたないだろう。ディーナを興したシェイク・アマドゥは，マリ国民にとってマリ帝
国のカンカン・ムサ大王やソンガイ帝国のアスキア・ムハンマド王とならぶ国民的なヒーローであ
るばかりでなく，ほとんどすべてのムスリムにとって紛れもなく聖者であり，一部の過激派がシン
ボルとして独占を主張できるような存在ではない。また別の報道によると，MINUSMAは 2015年
5月にディーナの首都 Hamdallayの廃墟にあるシェイク・アマドゥの墓廟が何ものかによって爆破
されたと発表した 13） 。死傷者はなかったが，これを FLMに結びつける報道もある 14） 。もしそのとお
12）Amadou Koufa: un djihadist au coeur du Mali, Le Reporteur, 2015/04/30.
13）Profanation du mausolée de Séku Amadou, fondateur de l’empire peul du Macina au 19e siecle, GuinéeActu, 
2015/05/08, guineeactu. info/actualite-information/
14）Signature du jihadiste Hammadoun Koufa?: le mausolée de saint Seku Amadou dynamite vers Mopti, Le Républicain, 
2015/05/05, www.maliweb.net/editorial/
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りだとすれば，このようなサラフィスト的な行動はマリのムスリム・コミュニティーに対する大き
な挑戦であり，ディーナ再興というスローガンとは両立しないはずである。 
 　ましてや FLMなる集団をナイジェリアのボコ・ハラムと結びつけるような発想は，国際社会に
対して大きな先入観と誤解をまき散らすことになりかねない。ボコ・ハラムは，先の研究で示した
とおり，もともと地方政権にイスラーム的正統性を求めようとする植民地時代以来の北部ナイジェ
リア・ムスリム住民の幅広い要求を背景として生まれてきた運動体のひとつが過激化したものであ
る（坂井 2015a）。それに対して本報告の分析がある程度正しいとするなら，FLMの背景にあるの
は，イスラームとは直接関係のない，植民地支配以来の開発政策の偏りと失敗の歴史だと思われる。
大きく見ればこれもまた植民地支配の負の遺産だが，フランスの支配をとおして政教分離（laïcité）
の理念が国民の間にかなり深く浸透しているマリでは，反植民地的，反西欧的運動が宗教的な形で
過激化したことはこれまでなかったことなのである。 
 　それよりも懸念されることは，内陸デルタのように生態学的条件を背景にして生業分化した諸集
団が資源をシェアする地域的慣習を育んできたところで，開発計画が異なる住民，異なる生業集団
に対して異なる関わり方をもった結果，資源をめぐる利害関係が変化し，そこに生まれたコンフリ
クトにエスニックな表象が持ちこまれることである。マリでは，北部のトゥアレグ人をめぐる場面
以外に，社会的・政治的コンフリクトに民族的・人種的表象が貼りつけられることは，少なくとも
表立った形ではこれまでなかったといってよい。だが FLMがエスニックな表象を積極的に持ち出
し，それが上述したように周辺化したフルベ人家畜飼育者に受け入れられるなら，マリの陥ってい
る問題状況は新たな複雑さをはらむことになりかねない。 
 　以上のような分析がもし大筋で正しいなら，必要かつ有効な対策は，利害の異なる地域の諸集
団が主体となって資源を統合的に管理する体制作りを，国家と国際社会がそれを技術的・法律的
に支援することだろう。そうした問題意識は 2000年代初めにはすでに生まれていたが（たとえば
Orange et al. 2002, Cotula and Cisse 2006, Ajayi et als. 2012），北部マリの紛争のために中断を余儀な
くされ，住民が混乱の中に放置される中で今回のような事態が発生してきているのである。 
 追記 
 　本研究は，外務省平成 27年度外交安全保障調査研究事業補助金（発展総合事業）「安全保障政策
のリアリティ・チェック ― 新安保法制・ガイドラインと朝鮮半島・中東情勢」事業の助成を受け，
執筆したものである。 
 　その報告は，日本国際問題研究所（JIIA）のサイトに「マリのイスラーム過激派組織「マーシ
ナ解放戦線（Le Front de libération du Macina, FLM）」の社会的背景」（ Radical Islamist Research 
Report , vol. 1, http://www2.jiia.or.jp/pdf/research_pj/h27rpj06/160405_radical_islamist_research_
vol1_sakai_report.pdf）として掲載されている。しかしそこでは紙面の都合で記述を大幅に割愛せ
ざるを得なかったので，新しい情報を加えて修正の上，本誌上で全体を公刊しておくことにした。
日本国際問題研究所のご理解に感謝したい。 
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